
40 周期分極反転ニオブ酸リチウムを用いた波長変換
～任意波長のレーザ光発生・変換～

◆光通信ネットワークにおいて大容量の多
波長信号の衝突回避等に必要な波長変換技
術を開発します。
◆既存の通信用半導体レーザ(LD)を波長変
換し、LDから直接発生できない可視、赤外
波長域の光の発生技術も開発します。

非線形光学材料として優れた特性を持つニオ
ブ酸リチウム（LiNbO3）を用い、不純物等に
よる光吸収を生じない独自のウエハ直接接合
法を用いた導波路形成技術を開発し、様々な
波長間の高効率な変換が可能となりました。

◆複数の波長を一括で波長変換でき、波長
ルーティングが柔軟で経済的な光ネット
ワークを構築できます。
◆通信以外の応用に向けて開発した可視光
源はレーザ プロジェクタ等、中赤外光源は
高感度のガスセンシング等で役立ちます。
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